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News Release 

２０２４年２月１３日 

株式会社コロナ 

 

 

 
 

 株式会社コロナ（本社：新潟県三条市、社長：大桃 満）は、業界トップクラスの衣類乾燥時間５８分※１

の「ＷＨシリーズ」、業界初※２除湿機本体とサーキュレーターを分離できる「ＣＤＳＣタイプ」を含む衣類乾燥 

除湿機５シリーズ・７機種を３月中旬から全国の家電量販店にて順次発売します。価格はオープン。 
 

今年のスギ花粉は２月下旬から飛散のピークを迎えると予想されています。部屋 

干しの悩みである生乾き臭は、洗濯物を早く乾かし、乾きムラを抑えることで軽減 

できます。洗濯物を早く乾かすには、以下の４つの条件が重要です。（当社調べ） 
 

｜０１ 部屋の湿度を早く下げる 

 当社の衣類乾燥除湿機は、全機種コンプレッサー式を採用しており、低消費電力 

と高い除湿能力が特長です。また、ヒーターを搭載した機種（ＷＨシリーズ、Ｈタイプ、 

ＣＤＳＣタイプ）は、冬や春先などの室温が低くなる時期の衣類乾燥時間を短縮できます。※３ 

｜０２ 洗濯物に乾いた風を送る 

 ＷＨシリーズは、除湿量１日１８Ｌ※４の高い除湿能力で乾いた風を送ることが可能です。分離／一体／ 

単独運転が可能なＣＤＳＣタイプは、大口径２４ｃｍのサーキュレーターで除湿機本体からの乾いた風を効率

よく洗濯物に届けます。 

｜０３ 洗濯物にしっかり風を当てる 

 ＷＨシリーズは、メインとサブのルーバーから成る「速乾Ｗ（ダブル）ルーバー」が設定に応じて最適な 

風向きに調整し、乾きにくい厚手の洗濯物から多量の洗濯物までしっかり風を当てます。ＣＤＳＣタイプは、

サーキュレーターのパワフル送風でしっかりと洗濯物に風を送ることができます。 

｜０４ 洗濯物を風でゆらす 

ＷＨシリーズは、「速乾Ｗルーバー」による広く浅い風とシャープで遠くまで届く風の組み合わせで洗濯物

を揺らして乾かします。ＣＤＳＣタイプの分離運転では、除湿機本体とサーキュレーターで洗濯物を挟み込

むなど様々な方向から風で揺らして乾かします。 
 

当社は、暮らしに安心やゆとりを提供し、「快適で心はずむ毎日」の実現を目指すとともに、エネルギーの 

効率的な利用などを通じて、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

衣類乾燥除湿機 冷風・衣類乾燥除湿機 

ＷＨシリーズ Ｈタイプ ＣＤＳＣタイプ Ｓタイプ どこでもクーラー 

  

 

   

２機種 １機種 １機種 １機種 ２機種 

 
 
 

花粉シーズン 部屋干しの悩みに応える 

衣類乾燥除湿機 ２０２４年モデル３月中旬から発売 

【本件に関するお問合せ先】  株式会社コロナ  https://www.corona.co.jp/ 
〒９５５-８５１０ 新潟県三条市東新保７番７号   TEL：０２５６（３２）２１１１   E-mail：info@hode01.corona.co.jp 

●報道機関からのお問合せ先 株式会社コロナ 総合企画部 広報室 
●お客様からのお問合せ先 株式会社コロナ 営業本部 

 

〇詳しくは製品サイト 

をご覧ください。 
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｜ＷＨシリーズの特長 

ＷＨシリーズは、メインとサブのルーバーから成る「速乾Ｗ（ダブル）ルーバー」を搭載し、高さ２００ｃｍ、 

幅１２０ｃｍ、奥行き２３０ｃｍまで乾いた風を送ります。また、「速乾Ｗルーバー」による広く浅い風とシャープ 

で遠くまで届く風の組み合わせにより洗濯物を揺らすことで、繊維を立ち上げ、タオル乾燥のふんわり感が 

約３０％アップ※５しました。 

 また、業界初※６コップ１杯の水で熱交換器の汚れ※７などを洗い流す清潔機能「アクアドロップ洗浄ｓｅｌｆ

（セルフ）」を搭載しました。除湿機内部を清潔に保ち、汚れによる性能低下を抑えます。 

 

 

 

 

 

 

 

｜ＣＤＳＣタイプの特長 

ＣＤＳＣタイプは、業界初※２除湿機本体とサーキュレーターを分離できる衣類乾燥除湿機で、分離／ 

一体／単独運転ができ、ライフステージに伴って変化する洗濯物の量や干し方に対応することが可能です。 

分離運転では、洗濯物を挟み込むように風を送って早く乾かしたり、それぞれ単独で使用したりすることが

できます。さらに、赤外線通信による連動運転により、除湿機本体が洗濯物の乾き具合を判断してサーキュ

レーターの風量・風向・スイング速度を調節することで乾きムラを抑制します。除湿機本体のみの高さは 

約４４ｃｍとコンパクトなため、背が低いハンガーラックの真下に設置でき、洗濯物の真下から直接風を当てるこ

とも可能です。 

 一体運転では、大口径２４ｃｍのサーキュレーターで除湿された乾いた風を効率よく送風します。広角 

９０°の首振り運転時は幅５ｍ、高さ２ｍを超えた範囲に乾いた風を送り、洗濯物を揺らして乾かします。 

 

 

 

 

 

 
 
※１：ＣＤ－ＷＨ１８タイプにおいて、２０２３年１２月１日現在。ＣＤ－ＷＨ１２タイプは約６９分となります。除湿機の衣類乾燥性能は、一般社団法人 

日本電機工業会自主基準（ＪＥＭＡ－ＨＤ ０９０：２０１７）に基づき以下の条件のもとで試験を行った値です。 

試験条件／●部屋の広さ６畳●室温２０℃湿度７０％●洗濯物２ｋｇ相当：Ｔシャツ３枚、Ｙシャツ２枚、パジャマ１組、下着７枚、靴下２足、タオル

３枚●運転モード「衣類乾燥」運転６０Ｈｚ地区。なお実使用時の衣類乾燥時間は使用環境・使用条件により異なります。 

※２：家庭用衣類乾燥除湿機において。２０２３年３月発売、当社調べ。除湿機と連動運転ができ、取り外して運転可能なサーキュレーターを搭載。 

※３：ＣＤ－ＷＨ１８タイプにおいて。当社調べ／試験条件／●部屋の広さ８畳●室温１０℃湿度７０％●衣類５ｋｇ相当●運転モード「衣類乾燥」運

転６０Ｈｚ地区。なお実使用時の衣類乾燥時間は使用環境・使用状況により異なります。衣類乾燥時間比較：〈ヒーターＯＮ〉３４０分、〈ヒーター

ＯＦＦ〉５６０分の乾燥までの時間比較が４０％短縮。ヒーターＯＮで運転した場合、消費電力量はヒーターＯＦＦに比べて増加します。 

※４：室温２７℃、湿度６０％で２４時間運転した時の除湿量（６０Ｈｚ）。 

※５：当社調べ／●室温２０℃湿度７０％●ルーバー設定：スポット●自然乾燥したときのタオルの厚みを１００とした場合、ＣＤ－ＷＨ１８タイプを使用

した場合、タオルの厚みは１３０となった。 

※６：家庭用衣類乾燥除湿機において。２０２２年３月発売、当社調べ。 

※７：付着した汚れを全て落とす機能ではありません。 

※８：衣類乾燥モード、サーキュレーターワイドスイング時。風速０.４５ｍ／ｓの風が吹く範囲。 

※８ 


